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！ ！
！！！学校
の取組

虹別小学校

　

西
別
岳
の
麓
に
位
置
し
、
四
季

折
々
の
風
光
明め
い
び媚
な
姿
を
見
せ
る

虹
別
小
学
校
。
歴
史
あ
る
本
校
は

虹
別
で
育
ま
れ
、
虹
別
と
共
に
歩

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
と
協
力
し
な

が
ら
実
施
す
る
学
校
行
事
が
数
多

く
あ
り
、
本
校
の
特
色
と
な
っ
て

い
ま
す
。

環
境
整
備
作
業

　

毎
年
、
春
と
秋
に
環
境
整
備
作

業
を
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
春
の
作
業
で

は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習
で
使
用

す
る
農
園
や
花
壇
の
整
備
、
枯
木

の
剪せ
ん
て
い定
や
砂
場
の
補
修
な
ど
、
秋

の
作
業
で
は
、
リ
ン
ク
の
枠
板
の

設
置
作
業
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
、
安

心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
い
ず
れ
の
作
業
も
丁
寧
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
子

ど
も
た
ち
は
そ
の
農
園
で
ジ
ャ
ガ

イ
モ
や
キ
ュ
ウ
リ
を
収
穫
し
ま
し

た
。

体
育
学
習
発
表
会

　

例
年
、
虹
別
小
学
校
の
運
動
会

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
合
同
で
６
月
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
残
念
な
が
ら

中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

運
動
会
の
代
替
と
し
て
、
９
月
４

日
に
体
育
学
習
発
表
会
を
行
い
ま

し
た
。
競
技
内
容
は
、
全
校
児
童

に
よ
る
50
ｍ
走
と
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
「
よ
っ
ち
ょ
れ
」
の
２
種
目

で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
何
度
も

練
習
を
重
ね
、
本
番
で
は
元
気

い
っ
ぱ
い
頑
張
る
姿
を
、
応
援
に

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
多
く
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
披
露
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ど
ん
ぐ
り
植
え

　

西
別
川
流
域
に
生
息
し
て
い
る

国
の
天
然
記
念
物
・
シ
マ
フ
ク
ロ

ウ
の
保
護
活
動
を
進
め
て
い
る

「
虹
別
コ
ロ
カ
ム
イ
の
会
」
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
昨

年
度
よ
り
、
ど
ん
ぐ
り
植
え
の
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
昨
年
の
10
月

ご
ろ
、
校
舎
周
辺
で
拾
い
集
め
た

ど
ん
ぐ
り
を
、
低
学
年
が
学
校
菜

園
に
植
え
ま
し
た
。
半
年
後
の
今

年
６
月
、小
さ
な
芽
が
顔
を
出
し
、

子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。
丈
夫
な
苗
木
に
育
つ
に

は
、
４
〜
５
年
は
か
か
る
そ
う
で

す
。
自
分
た
ち
が
植
え
た
ど
ん
ぐ

り
が
育
ち
、
中
学
生
に
な
っ
て
そ

の
苗
木
を
植
樹
で
き
れ
ば
、
故
郷

虹
別
へ
の
想
い
も
一
層
強
ま
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
、
ど

ん
ぐ
り
植
え
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
住
め
る
豊

か
な
虹
別
の
自
然
保
護
に
寄
与
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
例
年
で
あ
れ
ば
陶

芸
教
室
や
餅
つ
き
集
会
な
ど
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
と
共
に
行
う

行
事
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く

が
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
、と
て
も
残
念
に
思
い
ま
す
。

今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
先
行
き
不
透
明
な
雨
降
り

の
日
々
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や

が
て
晴
れ
上
が
り
、
素
晴
ら
し
い

虹
が
現
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
今

後
も
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と

共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　この度、標茶町では「スポーツ振興くじ助成事業」を活用して、
武道館の柔道畳を更新しました。

■�問い合わせ／農業者ト
レーニングセンター（☎
485-2434）

スポーツ振興くじ（toto）
助成金による柔道畳の更新について
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博物館の展示が変わりました！

　標茶町博物館では、自然資料の
展示替えを行いました。この時期

の展示替えは毎年恒例となっており、秋冬バージョンへ
様変わりしました。屋内バードウォッチングコーナーで
は、渡り鳥であるキンクロハジロやホオジロガモのほか
に、ヒシクイやハクチョウなど大型のガンカモ類も追加。
展示コーナーの水辺空間がにぎやかになりました。
　塘路湖やシラルトロ湖で見られるガンカモたちも、博
物館でははく製としてゆっくり見ることができます。ぜ
ひお越しください。
■問い合わせ／標茶町博物館（☎487-2332）

　かつて虹別に
在住していた故
横山八重子さん
撮影による写真
作品を展示しま
す。道東の大自
然・美しい四季
の風景や、小動
物の自然であどけない姿をぜひご鑑賞ください。
■期間／11月７日㈯～27日㈮

横山八重子写真展「動物たちに心寄せて…」

図書館だより
☎485-2300

■開館時間■
火〜木曜日：午前10時〜午後６時
金　曜　日：午前10時〜午後９時
土・日曜日：午前10時〜午後４時
月曜日・祝日：休館

お弁当作りの様子

■申し込み・問い合わせ／標茶町赤十字奉仕団事務局�役場保健福祉課社会福祉係（１階④番窓口☎内線133）

標茶町赤十字奉仕団新規団員さん募集

単身高齢者との懇親会の様子

　標茶町赤十字奉仕団では、一緒に奉仕（ボランティア）活動をしていただける、新たな団員を随時募集してい
ます。標茶町赤十字奉仕団は赤十字の人道・博愛の精神に基づき全ての人々の幸せを願い、明るく住みよい社会
を築くために必要な、実際的事業に奉仕することを目的に活動していて、本町在住者で奉仕団の活動に深い理解
のある、社員や一般篤志者によって組織されています。
　赤十字奉仕団と聞くと大変そうなイメージを持たれるかもしれませんが、体力に自信のない方でも楽しく安心
してボランティア活動ができる団体です。
◦�困っている人や地域のために「何かしたい！」という気持ちを持っている方
◦�ボランティアに興味はあるが、今まで機会がなく活躍の場を求めている方
◦空いている時間とやる気を有効に活用したい方
　どなたでも大歓迎です。入団希望の方や関心のある方は、下記までご連絡ください。

＜主な活動内容＞
�・ 標茶町社会福祉協議会の各サービスのお手伝い（高齢者世帯対象のお弁当作り、布団乾燥サービスの提供

など）
 ・ やすらぎ園での奉仕活動（雑巾縫い、野外会食の手伝い）
 ・福祉運動会でのオードブル調理
 ・町防災訓練での炊き出し調理 
・単身高齢者との懇親会

作業中の屋内バードウォッチング
コーナー。
配置のバランスを見ながら作業を
進めます。

No.12
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文芸作品

絵手紙の会

野やす子さん（上多和）の作品

掲載希望の方は、イラスト・ 詩・ 絵画・写真
ほか何でも結構ですので、作品に住所・ 氏名
を記入の上、次のところまでお寄せください。

〒088-2312　川上４丁目２番地
役場企画財政課地域振興係
「みんなの作品展コーナー」

投稿お待ちしています

みんなの 

作品展

鐙谷　節子さん（　旭　）の作品

川
　
柳
（
標
茶
川
柳
の
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
庭
い
じ
り
安
ら
ぎ
育
て
花
育
て�

佐
藤
美
代
子

◦
六
人
を
乗
せ
て
お
散
歩
乳
母
車�

土
肥　

雅
典

俳
　
句
（
標
茶
菱
の
実
吟
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
我
も
ま
た
宇
宙
の
一
員
冬
銀
河�

石
川　

陽
三

◦
事
故
と
い
う
予
期
せ
ぬ
迂
回
大
枯
野�

渡
辺　

芙
美

◦
路
地
隅
に
静
か
に
眠
る
枯
葉
か
な�

舘
田　

曻
葉

短
　
歌
（
自
生
林
短
歌
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
コ
ロ
ナ
に
て
ス
マ
ホ
を
通
し
顔
を
見
る

　

画
面
の
向
う
に
ひ
孫
成
長�

今
井　

明
子

◦
登
れ
る
か
登
れ
な
い
か
入
り
混
ざ
る

　

気
持
ち
を
持
ち
つ
い
ざ
西
別
へ�

髙
橋　

克
栄

◦
コ
ス
モ
ス
は
風
が
吹
い
た
ら
花
ゆ
れ
て

　

か
れ
葉
は
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
る�

髙
橋　

愛
華

俳
　
句
（
個
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
夕
立
や
祖
母
の
墓
前
で
晴
れ
に
け
り�

吉
田　

満
代

「通りの紅葉」
賀東　嘉廣さん（　桜　）の作品

写真投稿作品




